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V．結　論

1．はじめに 研究の社会的背景

　わが国は公衆衛生の向上，食生活・栄養状態の改善，医療技術の進歩等により，現在は世界有

数の長寿国の一つとなっている1）。2008（平成20）年現在，厚生労働省の「簡易生命表」による

と，男性の平均寿命は79．29年，女性の平均寿命は86．05年である。国立社会保障・人口問題研究

所の「日本の将来推計人口」によると，今後も平均寿命は延伸することから，2055年には，男

性の平均寿命は83．67歳，女性の平均寿命は90．34歳と推計されている2）。さらに，国際的に見

て，わが国は平均寿命だけでなく，健康寿命（自立して健康に生活できる年齢）も世界で最も長

い3）。しかしながら，わが国は平均寿命と健康寿命の間が長いことが特徴であり，これは何らか

のケアを必要とする期間が諸外国と比べ長いことを意味する4）。高齢期をいきいきと暮らすため

には，さまざまな側面からのアプローチが必要であり，高齢者が築いてきた生活史の道を基盤に

豊かな人生の統合への支援・援助が必要である5）。高野6）は看護学生に実施した調査において，

「老年から世話を受けた経験の有ることが，肯定的な老人観を形成するうえでエイジズムを弱く
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している要因である」と指摘している＝じ．H．エリクソンは，人間の生涯（ラィフーサイクノいを心

理・社会的危機への対応の側而から8段階に分け，各段階に固有な発達課題があるとしている

老年期σ涜達課題レ）ポジティブな側面は「統合性（自分σ）人生の整理と受容）、である7‘ま

た、R．J．・・ビカーストは．人間は一生涯学習を続けるものであるという側面を重視している　老

年期の発達課題は一」身体と健康の衰退への適応、一引退と減少した収入への適応、「配偶者の死に

ξ」する適応一一日分と同年齢の老人との明るい、親密な関係の確立」耳J体的生活を満足に送るた

めに準備をすること．＼てある　加nに伴って不可逆的で不可避的な全身機能低下が出現し，社

会的な役割が大きく変化する時期であ：O、高齢者が現在の生活に対して1三体的に考え行動するた

めに2援・援助が必要とない．高齢者理解のためにも．中高年者の認識を多方而から検討する

ことが重要となる　そこで．本研究では．中高年者が認識する高齢期をいきいきと暮らす秘訣に

ついてσ）戊II訪楚的資き斗をf与ることを・H的とし行形究を行っナこ

II．研究方法

1、研究対象と調査期間

　A県で行った研修会に参加したユ66名の中で．研究の同意が得られた50歳以．ヒの中高年者の

うち．一 高齢期をいきいきと暮らす秘訣一に自lk記述のあった72名を本研究のk寸象とする　調査

問間はユ〔｝〔｝9年6月～ユOlO年3月てある

2．中高年者の定義

　厚11：労働省大臣官房統、II’情報部がY一成17年度を初年として実施している「第1川中高年者『1〔

断調査⑪高1］諸の生活に関寸ろ辛ll読調吊」では．団塊のiti：代を含む全国の中高年者世代の50歳以

1功女を口跡して．そのr健康・就茉・社会活動」について，意識面・事実面の変化の過程を継

続的に調ftし．行動の変化や事象間の関連性竺｝を把握し、高齢者対策等厚生労働行政施策の企

両，実施．評価のための」，1；礎資料を得ている　そのため，本研究においても50歳以上を中高年

者として位置づ1ナる

3．倫理的配慮

　調在対象者には．研究のピ旨．フライバシーの配慮について日頭および文書をもって説明し，

個ノ＼名が特定さ1しないこと．研究以外には使用しないこと，得られた結果は学会等で発表するこ

とを明示して．研究協力を依頼しナこ　アンケートの提出をもって同意の意思確認を行った　ま

　H　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
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4．分析方法

　一高齢期をいきいきと暮らす秘訣一の質問に対する自由記述によって得られたデータを、記述

内容に忠実にlxl映させながら・一つの意味をなす文脈で区切り1件とした　］件を・文．一’義とし．

サブカテゴリー化しネーミングを行った，サブカテゴリーの関連性においては．テキストマイン

ドの丁三法1「1を採用した．　自然言言吾処」里の7こ5・；）に目目lfEされた専用レ）コンヒ’・！t一タソフトである

PASW　Text・＼na1｝’sis　h’Slll’・’¢）’sを川いた　分析o）」，1；　／・lr・単Illt：は語句であ1）、キーワードo’）関連・1・f三

は有向レイアウトを川いて，ダイヤグラム（図鐸）を示した　なお、カテゴリー化お’よびすべて

のフロセスにおいて．研究者’3名で協議し合意：を得ながら進めた

III．結 果

　対象者は，’ド均年齢±SDは6三．79±8．46であった　男性は14名（19．4％）であ（）．女川は

68名〔80．6－o）であつた

　領域は一．．カテゴリーは二二．サブカテゴリーは”一一で示寸　回答i；・1容を．‘之．一義の語：彙

とし，259語彙は，］9サブカテゴリーから成り、6カテゴリーを形成し、更に一 居場所があるこ

と一　ポジティブに過ごすために一の2つの領域となった。

1．居場所があること」の領域

　サブカテゴリーとしては，”趣味を続ける”“今まで行ってきたことを続ける’”‘所しいことを

見つける”“仕事を続ける”で構成ごれた　今まで行っていたことたけでな1．さまざまな規点

から新しいことも見つける活動的な様子を示しているため．カテゴリーとして，三アクティブな

活動』と命名した＝

　サブカテゴリーとしては，“人との交流の機会”‘‘人の役にたつこと””で構成された　さまざま

な人たちとの交流を深め，人を大切にすることを示しており、カテゴリーとして．コsと関わる

ことを大切にする」と命名した

　サブカテゴリーとしては，“地域での役割を持つ”“家庭での役割を持つ“で構成された　地域

や家庭での役割を持つことの大切さを示しており．カテゴリーとして，二役「、ζ｜］を持つこと二と命

名した　俵］参照）

r
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表1　「居場所があること」の領域
t11＝16D

カテゴリー サブカテゴリー 主　な　内　容

アクテtブな活動1趣味を続げる

75　t46bOo｝　　　　　　24

1
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人と関わろことを．人とレ）交流の機会

大切にする　　　　34
51（31，700）

人との良い関わり方か多いと元気ていられる気がする

外へ出て人と会うようにするといいと思う

ミきちんと向き合える相手をつくること

隣のノ、と川をかけあうとか、挨拶をすることから始める

人の役に立つこと
1ア

人のために何かがてきろ生き方こそ，高断」期をいきいきと過こす秘

訣である

fii∫歳になっても何かてノ、の役に己てることかあると良いと思う

つJ
P

を剖役のて域地

6r
一

し
j

こつ持を剖役

／四e
一

t
r
’

地域の行事に｛責極的に参1川すること

ホランテrアか少しでもあるといきいきと過ごすことかてきると思
う

地域ての集会などにはとんとん参加する

家庭ての役割をもつ

　　り

ji，Eもや孫との関係は、愛情をもって，クールに良く付き合う

家族なとと共に好きな時間を過二せることが大切

2．「ポジティブに過ごすために」の領域

　サブカテゴリーとしては，“健康を維持する”“生き甲斐を持って過ごす”“出かけること”“自

分らしさを大切に”で構成された．加齢に伴う変化を受け1ヒめ，健康を維持しながら生き甲斐を

もって過ごす高齢者の生きる知恵と力を認識し，介護に対する前向きな気持ちを引き出し，さま

ざまな職種と連携をし合うことが必要であることを示しており，そのためカテゴリーとして，

『前向きに生きる力を育む』と命名した＝

　サブカテゴリーとしては，“人を認める気持ちで過ごす”“心も身体も余裕をもって”“加齢を

受け止める”“いきいきと暮らすことは難しい”で構成された、寛容で大きな心を持ちながら自

分自身の加齢現象を受け止め，それぞれのペースで生きることが必要であることを示しており，

そのためカテゴリーとして，『無理をしない生き方』と命名した．

　サブカテゴリーとしては，“次世代を育む”“夫婦で過ごす”“社会的な介護も視野に入れて”

で構成された　さまざまな異世代との交流の中で，高齢者の立ち位置の置き方を示しており，カ

テゴリーとして，『lli：代間での過ごし方』と命名したz俵2参照）
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中高年者が認識する高齢期をいきいきと暮らす秘訣（佐藤パ・木曽／今井）

表2　一ポジティブに過ごすために一の領域
〔n＝り8ト

カテゴリー サプカテゴリー

前向きに’ヒきるノ」を育む　健康を推持する

65　（66，30n）　　　　　　　　　　　　　34

　　　　　　　主　な　内　容
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　6

　自分も認め他人も認める気持ちて過ごすこと

　相r・の間違いはにっこり笑って許してあげるくらいのおおら
カ・さカ～｛’VJこしい
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身体機能によってやれたこともそのうちに困難になろと思う

年齢とともに行動の働きがスローになってきた

いきいきと暮らすことは難しい　特に男ドk高齢者；まいきいきと暮らすことが難しい

　4　　　　　　　　　　　高齢者がいきいきと狂らす秘訣は私自身が知りたい
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　　5

年代の低いj：や人の心をじっと聞き理解する
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3．有向レイアウトによるダイヤグラム

　1）　「人」を中心とした有向レイアウト

　「人」のキーワードを記述したのは25名であった，「人」を中心として，さまざまなカテゴ

リーと連なっている様子を示しており，地域活動やボランティア活動も視野に入れながら，中高

年者が認識する高齢期をいきいきと暮らす秘訣として「人」が最も重要であることを示してい

る．「人」を中心としたキーワードの内訳で最も多いのは「活動」であり，次いで「身体」と

「健康」であった，（図1参照）

2）　「身体」・「毎日」を中心とした有向レイアウト

　「身体」のキーワードを記述したのは10名であった．地域の中での活動が毎日身体を動かすこ

とにつながり，ボランティア活動をすることが人との心を結ぶことになっていることを示してい

る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17
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　さらに，「毎日」のキーワードを記述したのは8名であった，モーニングサービスに出かける

ことで，人と人とのつながりができ，さらに，畑仕事をすることで，自分〔」身の身体を鍛え健康

につながっていることを示している＝（図2．r・参照）

IV．考 察

1．「居場所があること」の領域

　高齢者は『アクティブな活動』を続けることが重要だと認識していることが明らかになった、

その具体的なf・段としては，“趣味を続ける”“今まで行ってきたことを続ける”などである一

「グループ活動に生きがいを見つける人たち，定年退職後，再度社会ヘカムバックしたいと考え

ている人たち，リタイヤすることなく継続的に社会貢献したいと考えている人たち」もありID，
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　　　　　　　　　　　中高年者が認識する高齢期をいきいきと暮らす秘訣（佐藤／小木曽／今Ji：）

高齢者の活動を社会的にサポートすることも重要であろう．越谷［）は，高い自己効力感を示す

者は，自分らしさを表現できる趣味を持ち，これまでの人牛を肯定的に捉える積極的なパーソナ

リティの持ち主であると指摘している・高齢者個々のニーズに合わせることも重要であり，画一

的に対応するのではなく，一人ひとりの高齢者の人生や老いに対する思いに配慮し，アブローチ

をすることが求められる13

　また，『人と関わることを大切にする』ことへの認識が高く，“ノ、との交流の機会”が最もサブ

カテゴリーが多く，人と人とのつながりを大切にしていることが示された・高齢者が衰退する機

能や離脱・喪失していく役割等に適応しつつ，自己実現や生きがいを追求しうるライフスタイル

の形成が求められており14‘，人との交流の機会を意図的に設ける必要があることが示唆される

高崎15は，高齢化によって伝統的地域文化・習慣・行事から引退することになって，社会的役

割が失われても，行政によって用意された社会活動に参加することで満足感が獲得されると述べ

ており，フォーマル的な社会資源を整える意義も大きいといえる

2．「ポジティブに過ごすために」の領域

　高齢者は『前向きに生きる力を育む』ことが重要であり，その中でも“健康を維持すること”

を生活のさまざまな場面で意図的に実践していることが明らかになった、健康でいることを継続

するためには，運動習慣なども重要ではあるが，篠原らIb）は「期待役割の遂行」および「社会

頁献の可能性」が3年後の要介護状態に影響を及ぼすことを指摘しており，「居場所があるこ

と」の領域に関連する事柄が重要になるだろう．本研究対象者は50歳以ヒであるため．向老期

世代は高齢期に比較的変化のある・挑戦的な’ヒき方を望むことが多いことが明らかになってお

り1⊃，よりポジティブに生きる視点が顕著だったのだろう＝

　また．『無理をしない生き方』では，“人を認める気持ちで過ごす”という，さまざまな価1直観

に対して受容的に接することも重要であると認識されている，大きな時代の流れの中で，社会情

勢の移り変わりとともに，多様な価値観があることも身近に感じているのだろう　その価値観

は，加齢を受け止めながら仲良く付き合っていくという姿勢も生み出している一そのため，高齢

者の健康維持においては，身体機能の維持を璽視するのではなく，生活の満足感などの心理的側

而も必要であり，心を休ませるということにもつながるのであるIS）．

　本調査においては，“世代間での過ごし方”は，語彙数が少なかったが，高齢者の了どもとの

交流という欲求は，子どもとの同居や他の別居の子どもとの関わりによって左右されるIYI，高

齢になると子ども世代や孫iit代との付き合い方も課題になると想定できるが，本研究では，あま

り着日されなかった．
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3．有向レイアウトによるダイヤグラム

　「高齢期をいきいきと暮らす秘訣」として，高齢者は「人」が重要であると認識していること

が明らかになった　「人」を中心として地域での活動なども人と人とがつながることが重要であ

ると認識されていることが明らかになった・高齢者においては，他者に対する支援や貢献の意義

を感じる者はボランティアを行う傾向があり2｛｝），その活動が自分自身の生きがいにつながって

いくのだろう，高齢者は過去から現在への大きな社会の流れの中で，新しいさまざまな人との関

わりを形成しており，老人クラブなどの同世代の高齢者との明るく親密な関係を大切にしてお

り．その機会として，フォーマルな活動だけでなく，インフォーマルなモーニングサービスへ一

緒に行くことも含まれていることが明らかになった，

V．結 土百冊

　1．高齢者はrアクティブな活動』を続けることが重要だと認識しており，“趣味を続ける”な

どにより交流の機会を得ている．その基本となることは『人と関わることを大切にする』という

心情てあることが明らかになった．

　2．高齢者は丁前向きに生きる力を育む』ことが重要だと認識しており，“健康を維持するこ

と”を生活のさまざまな場面で意図的に実践していることが明らかになった

　3，「高齢期をいきいきと暮らす秘訣一として．高齢者は，「人」と「人一とがつながることが

重要であると認識していることが明らかになった，
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